
｢海賊｣：「東寺百合文書」（京都府立京都学・歴彩館 東寺百合文書WEB)
｢御船手｣ :「略系幷伝書 村上三郎兵衛広信」（個人蔵・村上海賊ミュージアム保管）
「殿様」：「旧記集」（個人蔵）
「村上景親肖像画」（個人蔵・村上海賊ミュージアム保管）
「村上吉充肖像画」（個人蔵・尾道市教育委員会提供）
「村上通康肖像画」（安楽寺蔵）

※新型コロナウイルスの感染状況に応じて、会期および展示内容が
変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。詳細は各館
ホームページをご覧いただくか、お電話にてお問合わせください。

令和4年度 日本遺産調査研究成果報告 今治・尾道巡回展

【主催】村上海賊魅力発信推進協議会
【会場】

令和４年６月18日（土）～８月28日（日）

◆今治市村上海賊ミュージアム会場

月曜休館　企画展観覧料無料（常設展有料）
〒794-2203 今治市宮窪町宮窪1285番地
☎0897ｰ74 1ー065

令和４年10月28日（金）～11月30日（水）

◆因島水軍城会場

木曜休館　大人330円　中学生以下160円
〒722-2211 尾道市因島中庄町3228-2
☎0845-24-0936

令和４年９月23日（祝・金）～10月23日（日）
◆おのみち歴史博物館会場

火曜休館　大人210円　中学生以下無料
〒722-0045 尾道市久保一丁目14-1
☎0848-37-6555
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【開催趣旨】
　ルイス・フロイスから「日本最大の海賊」と呼ばれた村上海賊のストーリーが平成28年４月

に文化庁の日本遺産に認定されました。そして同年から令和２年度にかけて、日本遺産魅力

発信推進事業調査研究事業の一環として、村上海賊と全国の海賊・水軍などと呼ばれる海の

勢力との比較研究を行って参りました。令和３年度には、村上海賊と塩の荘園の関係性につ

いての展示も行っています。

　今年度は、能島・来島・因島村上家の家譜類など、村上家の由緒を示す資料を中心に展示し

ます。“村上海賊”の歴史はどのように後世へと語り継がれてきたのでしょうか。中世から

脈々と受け継がれてきた村上海賊の歴史をご堪能ください。

能島村上家伝来文箱
（個人蔵・村上海賊ミュージアム保管）

〔写真パネル〕「旧記集」（個人蔵）
「村上海賊」と出てくる史料

公式twitter
(@jh_KAIZOKU）

日本遺産「村上海賊」
公式ホームページ

【展示構成（主な資料）】　※会場によって変更される場合もございますので、予めご了承ください。

萩藩に提出した「譜録」等の写
（個人蔵・村上海賊ミュージアム保管）

１.村上海賊前史
・青陰城跡出土資料（尾道市教育委員会蔵）
・村上義弘贈位記（高龍寺蔵）
・〔写真パネル〕譜録 村上図書元敬（山口県文書館蔵）
・予章記（今治市河野美術館蔵）ほか

２.村上三家の系譜
 　能島村上家
・略系幷伝書 村上三郎兵衛広信（個人蔵・村上海賊ミュージアム保管）
・永田政純書状（個人蔵・村上海賊ミュージアム保管）
・村上天皇幷能嶋根元家筋（個人蔵・村上海賊ミュージアム保管）
・村上景親肖像画（個人蔵・村上海賊ミュージアム保管）ほか

 　因島村上家
・御判物写 村上図書組 村上太左衛門（個人蔵・村上海賊ミュージアム保管）
・〔写真パネル〕村上吉充肖像画（個人蔵・尾道市教育委員会提供）
・〔複製〕因島村上家文書（尾道市教育委員会蔵）ほか

 　来島村上家
・〔写真パネル〕続予章記稿（個人蔵）
・〔写真パネル〕村上通康肖像画（安楽寺蔵）ほか

３． 近世・近代に語られた村上家の歴史
・〔写真パネル〕武家万代三島海賊家軍日記（三原市立図書館蔵）
・〔写真パネル〕村上三家由来記（愛媛県立図書館蔵）ほか

日
本
遺
産
調
査
研
究
成
果
報
告 

今
治
・
尾
道
巡
回
展

ヒストリー


